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◆◆◆◆ソフトウェアプロセスソフトウェアプロセスソフトウェアプロセスソフトウェアプロセス改善活動改善活動改善活動改善活動へのへのへのへの期待期待期待期待
◆ソフトウェア開発のプロセスと開発標準構築
◆確実な現場定着
◆課題解決への継続的な改善活動

■■■■背背背背 景景景景

�事業背景事業背景事業背景事業背景
�顧客顧客顧客顧客・・・・取扱品目取扱品目取扱品目取扱品目がががが多種多様多種多様多種多様多種多様
�ソフトウェア搭載デバイスの増加
�ビジネス形態の複雑化

�開発現場開発現場開発現場開発現場のののの背景背景背景背景
�高品質・高信頼性ソフトウェア要求の加速

�特にカーエレクトロニクス分野
�要求仕様の複雑化、要求確立の困難度向上
�小規模、少人数、拠点分散、個人依存

えらいこっちゃ！
なんとかせねば・・・

管 し
する が、

への
一歩！

まずはまずはまずはまずは、、、、プロセスプロセスプロセスプロセス・・・・
開発標準開発標準開発標準開発標準をををを
何何何何とかしようとかしようとかしようとかしよう！！！！
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■■■■プロセスプロセスプロセスプロセス・・・・開発標準開発標準開発標準開発標準のののの課題課題課題課題

①①①① 開発開発開発開発プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト毎毎毎毎にににに異異異異なるなるなるなるプロセスプロセスプロセスプロセス特性特性特性特性

� 顧客特性顧客特性顧客特性顧客特性、、、、製品特性製品特性製品特性製品特性、、、、開発体制開発体制開発体制開発体制、、、、保有保有保有保有スキルスキルスキルスキルなどがなどがなどがなどが
プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト毎毎毎毎にににに異異異異なるなるなるなる

② 開発標準が使われていない

� 開発標準はあったが有効利用されていない
� プロジェクトの実態には合致しないので使えない

� 監査対策には利用

③ 少人数開発でスキルに格差

� プロジェクトの人数：１～２人、または５～６人

� ベテランと若手のスキル差拡大
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■■■■アプローチアプローチアプローチアプローチ

� 「「「「開発現場開発現場開発現場開発現場をををを尊重尊重尊重尊重しししし活活活活かしかしかしかし育育育育てるてるてるてるアプローチアプローチアプローチアプローチ」」」」

�開発現場の分析（内部の簡易アセスメント）
• 属人性は高いが、

ベテラン開発者には知恵やノウハウが数多くある 〔〔〔〔宝宝宝宝のののの山山山山！！！！〕〕〕〕

�ルール化のベース（知恵とノウハウ）は開発現場から
→→→→ “しくみ”と開発現場との間に齟齬が生じにくい効果

�方針

� “しくみ”の構築
• 「自分化」「最適化」できる開発プロセスと開発標準

� “しくみ”の実践方法
• 開発現場の成長につながるバックアップ体制

自分化とは、
活動や課題を自らの事とし
て能動的に考え自発的に
活動できるようになることを
言います。
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■■■■ステップステップステップステップ１１１１：：：：““““しくみしくみしくみしくみ””””のののの構築構築構築構築

�アプローチ１：
「自分化・最適化し管理できる」プロセス設計

�プロセス設計の特徴
�プロジェクトの特性と実態をリアルに反映

�プロジェクトのスコープ範囲で、「機能と品質をどの様に確立するか」の
視点で、プロセスを最適設計
プロジェクトの変化点で再設計

�プロセス設計のねらう効果
�開発プロジェクト個別に開発標準と開発プロセスを定義

�管理し制御できる基盤ができることによる品質向上
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企画企画

設計設計

実装実装

テストテスト

保守保守◆Ｖ字ﾓﾃﾞﾙ

要求
定義

要求
定義

ｼｽﾃﾑ
分析

ｼｽﾃﾑ
分析 設計設計 実装実装 テストテスト 運用運用

■ｳｫｰﾀｰﾌｫｰﾙ型
ｿﾌﾄｳｪｱ開発

これまでのこれまでのこれまでのこれまでの開発標準開発標準開発標準開発標準でででで定義定義定義定義されているされているされているされているソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア開発開発開発開発プロセスモデルプロセスモデルプロセスモデルプロセスモデル

企画企画

設計設計

実装実装

テストテスト

保守保守

実際実際実際実際のののの、、、、製品開発製品開発製品開発製品開発ははははスパイラルスパイラルスパイラルスパイラル型開発型開発型開発型開発プロセスプロセスプロセスプロセス

企画方針企画方針 ﾃﾞｻﾞｲﾝ
決定

ﾃﾞｻﾞｲﾝ
決定

設計
試作

設計
試作

設計
最終試作

設計
最終試作 設計完了設計完了 量産決定量産決定 出荷認定出荷認定 開発決算開発決算

■新製品開発工程

◆従来のソフトウェア開発プロセスの課題

・スパイラル開発に対応するプロセスがない。
・スパイラルモデルで、管理し制御できる
開発プロセスが必要。
（混乱する実態でも、何とか管理し制御したい）

ソフトウェア
開発計画書

実態に合った、
開発プロセスが必要

■■■■なぜなぜなぜなぜ、、、、ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア開発開発開発開発プロセスプロセスプロセスプロセスがががが重要重要重要重要？！？！？！？！
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■■■■ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア開発標準開発標準開発標準開発標準→→→→プロセスプロセスプロセスプロセス設計設計設計設計

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア品質保証品質保証品質保証品質保証プロセスプロセスプロセスプロセス

組織ﾌﾟﾛｾｽ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｾｽ・品質保証ﾌﾟﾛｾｽ

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア開発標準開発標準開発標準開発標準のののの規定規定規定規定するするするするプロセスプロセスプロセスプロセス

品質保証品質保証品質保証品質保証・・・・ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛｼﾛｼﾛｼﾛｼﾞ゙゙゙ｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄ・・・・組織組織組織組織プロセスプロセスプロセスプロセス開発開発開発開発プロセスプロセスプロセスプロセス

ｼｽﾃﾑ設計

ｿﾌﾄｳｪｱ設計

ｿﾌﾄｳｪｱ詳細設計

実装

ソフトウェアテスト

システムテスト

リリース

要求定義

ソフトウェア設計

ソフトウェア
詳細設計

実装

ソフトウェア
テスト

システムテスト

リリース

要求定義

T/P設計

S/P設計

システム設計

要求定義

ソフトウェア設計

ソフトウェア
詳細設計

実装

ソフトウェア
テスト

ソフトウェア設計

ソフトウェア
詳細設計

実装

ソフトウェア
テスト

システム設計

要求定義

システムテスト

リリース

ソフトウェア設計

ソフトウェア
詳細設計

実装

ソフトウェア
テスト

システム設計

要求定義

T/P設計

S/P設計

T/P設計

S/P設計

T/P設計

S/P設計

T/P設計

S/P設計

T/P設計

S/P設計

▲
SQA

▲
SQ0

▲
SQ1

▲
SQ2

▲
SQ3

T1 T2 T3 T5 T6

T4

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
プ
ロ
セ
ス
設
計

ソフトウェア
ステップ移行

↑
ES1

↑
量産
手配

ﾀｽｸ毎の
達成目標が
明確になる

ﾀｽｸ毎に
成果物が
明確になる

ﾀｽｸ開始時に
前のﾀｽｸの状況・
反省を反映出来る

ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証

取得

供給

有効性評価

改善

教育訓練

S/P設計 T/P設計

進捗管理 利害調整

課題解決 リスク管理

構成管理

計画的な
機能確立
品質確立
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■■■■ステップステップステップステップ１１１１：：：：““““しくみしくみしくみしくみ””””のののの構築構築構築構築

�アプローチ２：
「遵守できる」開発標準

�開発標準づくり
� ＩＳＯ－１２２０７をベースに開発標準を策定

�プロセス設計が可能な開発標準

�開発標準策定に知恵とノウハウをもつキーマンを招集

�開発標準のねらう効果
�プロジェクト開始時に自ら使う標準とプロセスを「宣言」し「自分化」できる
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プロセスプロセスプロセスプロセス構築構築構築構築のののの基本基本基本基本

①事業実態に合った・『開発プロセス』

②現場実態重視の・・『開発標準』

③目的を持った・・・・・『管理指標』

プロセスプロセスプロセスプロセス構築構築構築構築のののの成果物成果物成果物成果物

①規定書・手順書

②マニュアル

③帳票・テンプレート

■■■■ソフトウェアプロセスソフトウェアプロセスソフトウェアプロセスソフトウェアプロセス構築構築構築構築

★活動活動活動活動ののののポイントポイントポイントポイント
＝ワークショップワークショップワークショップワークショップ形式形式形式形式

・キーマン・ベストプラクティス
を結集
・キーマンの育成
（ソフトウェアプロセス改善技術の
取得と応用）



ALL COPYRIGHTS RESERVED By Panasonic Electronic Devices CO.,LTD. 15

SEPG Japan2005

1. 背 景

2. これまでの課題

3.3.3.3. 取取取取りりりり組組組組みみみみ

ステップ１：“しくみ” の構築

ステップステップステップステップ２２２２：：：：““““しくみしくみしくみしくみ””””のののの実践方法実践方法実践方法実践方法

4. 結 果

5. まとめ



ALL COPYRIGHTS RESERVED By Panasonic Electronic Devices CO.,LTD. 16

SEPG Japan2005

■■■■ステップステップステップステップ２２２２：：：：““““しくみしくみしくみしくみ””””のののの実践方法実践方法実践方法実践方法

�アプローチ３：
「“できる”を増やし現場力を向上する」

ステップアップモデル

�成功体験から成熟度の向上を目指す
�一度に多く求めるより、“できる”を増やす

�役割毎（上級管理層、開発者、ＳＱＡＧ、ＳＥＰＧ） 、
５ステップで活動を明確化

�ステップアップモデルのねらう効果
�“できる”“上手くいく”の成功体験は、ＳＰＩ活動の定着を促進

�少人数・スキル格差のある組織にも無理なく導入

�開発現場が本取り組みへの安心感と参画意欲を向上する。
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■■■■プロセスプロセスプロセスプロセス構築構築構築構築とととと水平展開水平展開水平展開水平展開ののののステップアップステップアップステップアップステップアップ計画計画計画計画

・メトリクス活用

・教育・人材育成

・ﾌﾟﾛｾｽ改善（組織）

・

・SQ計画（組織）

・ﾌﾟﾛｾｽ有効性評価（組織）

・

・外注管理(Proj利用)

・取得・供給管理

・問題解決

・構成管理

・外注管理（組織活用）

・SPI,SQA組織の確立

Step-4

・

・SoftEng教育

・メトリクス分析

・ﾌﾟﾛｾｽﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（L２）

・ﾌﾟﾛｾｽ監査

・ｽﾃｯﾌﾟ移行審査

・レビュー

・課題管理

・リスク管理（Proj)

・管理プロセス

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ活動の可視化(Proj)

Step-3

・メトリクス収集（MIN)

・PM教育

・SPI計画(Proj)

・SPI担当者の任命

・SQﾁｪｯｸ

・ﾌﾟﾛｾｽ教育

・SQA計画（Proj)

・SQA担当者の任命

・
・進捗管理
・ﾌﾟﾛｾｽ設計

・SPI,SQA明確化(Proj)
・活動へのｺﾐｯﾄﾒﾝﾄ
・組織方針の明確化

Step-1

・ﾌﾟﾛｾｽ改善（Proj）

・ﾌﾟﾛｾｽ化・手順化

・

・ﾌﾟﾛｾｽ有効性評価（Proj）

・SQﾚﾋﾞｭｰ

・

・変更管理

・要件管理

・

・

・履行検証

Step-2

・

・

・ﾌﾟﾛｾｽﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（L３）・設計・検証手法

・リスク管理（組織)・SPI活動の経営貢献

Step-5

ＳＰＩＳＱＡ開発組織活動ｽﾃｯﾌﾟ

Ｃ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｍ
Ｍ
レ
ベ
ル

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル
２２２２
領
域
領
域
領
域
領
域

Ｃ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｍ
Ｍ
レ
ベ
ル

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル
３３３３
領
域
領
域
領
域
領
域

�ステップアップステップアップステップアップステップアップ計画計画計画計画

□ 組織・プロジェクトの成熟度を実態に合わせてステップアップする展開計画

�着実着実着実着実ななななプロセスプロセスプロセスプロセス構築構築構築構築とととと現場定着現場定着現場定着現場定着をををを目指目指目指目指すすすす

□ CMMレベル3相当の成熟度を目標
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■■■■ステップステップステップステップ２２２２：：：：““““しくみしくみしくみしくみ””””のののの実践方法実践方法実践方法実践方法

�アプローチ４：
「プロジェクト成功のカギは分析と教育」

ファシリテーション

�コーポレートＳＥＰＧによるファシリテーション
�プロジェクト個別に実施

�個々に異なる開発標準のテーラリングと、プロセス設計を支援

�リーダとともに、
プロジェクト分析 → プロジェクト成功への知恵の引き出し
→ プロジェクトのために実施すべき事の認識を向上

�プロジェクトのスキル向上、リーダ教育

�ファシリテーションのねらう効果
�合意形成による現場力の向上

�プロセス改善を自立推進する素地形成
プロジェクトの最初が肝心。
時間をかけて合意形成を
目指します。
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■■■■水平展開水平展開水平展開水平展開プログラムプログラムプログラムプログラム

・・・・キックオフキックオフキックオフキックオフ

・・・・SEPG/SQAG支援管理表支援管理表支援管理表支援管理表・・・・水平展開支援水平展開支援水平展開支援水平展開支援

・・・・上級管理層上級管理層上級管理層上級管理層によるによるによるによる
課題解決課題解決課題解決課題解決

・・・・水平展開支援計画水平展開支援計画水平展開支援計画水平展開支援計画

・・・・実施能力向上実施能力向上実施能力向上実施能力向上

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの実態実態実態実態にににに
合合合合わせたわせたわせたわせた計画計画計画計画

確実確実確実確実ななななプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト
立立立立ちあげちあげちあげちあげ

ソフトソフトソフトソフト課題課題課題課題をををを
組織課題組織課題組織課題組織課題としとしとしとし
課題解決課題解決課題解決課題解決

なるほどなるほどなるほどなるほど！！！！

高品質高品質高品質高品質でででで管理管理管理管理できるできるできるできる
ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア開発開発開発開発
のののの実現実現実現実現

なるほどなるほどなるほどなるほど！！！！

・・・・ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア責任者責任者責任者責任者のののの納得納得納得納得
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■■■■ステップステップステップステップ２２２２：：：：““““しくみしくみしくみしくみ””””のののの実践方法実践方法実践方法実践方法

�アプローチ５：
「良き相談相手の第三者」ＳＱＡＧ

�ＳＱＡＧ
�コーポレートＳＱＡＧ
• コーポレートとしてのＳＱＡ活動を計画、実施

• 事業場ＳＱＡＧを教育、サポート

�事業場ＳＱＡＧ
• 事業場としてのＳＱＡ活動を計画、実施

• 事業場のプロジェクトにＳＱＡＧとして参画

�ＳＱＡＧのねらう効果
�プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの実施状況実施状況実施状況実施状況にににに安定感安定感安定感安定感
• プロジェクト検討段階から関与

• プロジェクト進行中も頻度高い関与、状況把握
（ﾌﾟﾛｾｽ遵守状況確認ﾚﾋﾞｭｰ、公式ﾚﾋﾞｭｰ）

監査機能としてだけではなく、
プロセス順守を助け、プロ
ジェクト成功を助けてくれる
ＳＱＡＧです。
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1. 背 景

2. これまでの課題

3. 取り組み

ステップ１：“しくみ” の構築

ステップ２：“しくみ”の実践方法

4.4.4.4. 結結結結 果果果果

5. まとめ
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■■■■結結結結 果果果果（（（（１１１１））））

�アセスメント実施結果
�取り組み初期
• 対 象 ：少数のパイロットプロジェクト（２プロジェクト）
• 支援期間 ：約半年 （2003.10～2004.3）
• アセスメント方法：SW-CMM正式アセスメント
• 結 果 ：「レベル２」の達成を確認

�取り組み
• 対 象 ：パイロットプロジェクト拡大（１０プロジェクト）
• 支援期間 ：約１０ヶ月間 （2004.6～2005.3）
• アセスメント方法：SW-CMM社内アセスメント
• 結 果 ：レベル２の実施状況を確認

• アプローチ１～５を実施できたプロジェクトでは、
ＣＭＭの学習や対策なしで、約６ヶ月の取り組みで成熟度向上を確認。

� その他、確認できたこと
①各アプローチでねらった効果が確認できた。
②従来ソフトウェアの問題とされていたことが、実は他の利害関係者のリスクや課題で
ある事が明確になった。

③ 「開発現場を尊重し活かし育てるアプローチ」の結果、全てのプロジェクトで改善活
動が実施されていた。
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■■■■結結結結 果果果果（（（（２２２２））））

� 開発現場の声
� しくみに関して

• 「しくみを理解し、プロセス設計するのは大変だけれど、
開発実態に合わせた計画と管理ができる様になった。」

� 取り組みに関して

• 「しんどかったけどやっている途中も、終わってからも、御利益を感じた。
継続して実施したい。」

• ソフト経験がないリーダのケースでも、
「管理できて先が見通せると実感できた。」

� 上級管理者の声
� 「見えにくいソフトウェア開発が「見える」様になった。」
（この結果、より強いコミットメント、参画、支援が得られるようになった。）

� お客様の声
� 「開発実態をリアルに管理できるプロセスである。」
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1. 背 景

2. これまでの課題

3. 取り組み

ステップ１：“しくみ” の構築

ステップ２：“しくみ”の実践方法

4. 結 果

5.5.5.5. まとめまとめまとめまとめ
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■■■■まとめまとめまとめまとめ

� 本取り組みの有効性を確認
① 開発プロジェクト毎に異なるプロセス特性

• 「プロセス設計」を利用し最適化できたプロセス設計書（プロジェクト計画）に
より実現。

② 開発標準が使われていない

• 開発標準の自分化アプローチで対応

• 実施にあたっては、標準・手順をフラットファイル１冊に納めプロジェクトリーダの
手元に置く運用などで、使われる開発標準を実現。

③ 少人数でスキルに格差

• ステップアップモデルや、ＳＥＰＧによるファシリテーションなどの水平展開の支援
プログラム全般でカバー。

� 今後への課題
� 全ソフトウェアプロジェクトへの展開

• 「プロセス設計」のテーラリングガイドの整備

• ツール活用による運用の簡素化

• 教育プロセスの充実
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Our process improvement continues !Our process improvement continues !

Thank You For Your Attention.Thank You For Your Attention.


